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日 本藻類皐 f守合}刊

第1絵本令は日本海叛祭舎と荷車する。

告書 2総本frは3誕祭の議歩~.及を Wì\ D，併せて合員相互の辿柿l¥flに絞!I主を幽るととを

目的とする。

第 3鈴木令は lìij~換の目的を泌するために，次の事業を行う。

]. 総合の目白l濃 (lf.lfnJ) 

2. 若草好lに附する研究合，~1I{1干令I ~J采気合 ~~*の開催

3. 定期刊行物の後'flJ

4. 執コ他怖の目的を遣すa供 叫に必要な事業

第4傑水合の事務所は曾長めも，ιにおく 。
~5 総務手?の司磯年~)変は 4 J] lrll;;始まり

(軍首 長7

の糸説防るもの) ~ 守

E・ 料品仰の発達吋R請がり1iAム趣旨み問今る例入で，彼員合lゐ
打vmヂるもの
3. ~.F別合H(水合の趣旨に賛同レ， る{止令の習を民に特に答申ìl した例入まは悶!本で，

也

.. 

， 役只宇のt役務するEもの 瓜 島 、
第7fi焼本舎に入令するには， fj・)1庁，氏名.(¥'町本名)職i泌を記人した入令It時M与を含



淡水産珪藻 Acltna1ltlzes crenu!ataにクいて

詞1:村 孝 平ヰ-岩橋八掛|民 1::*

1(. TSUMURA kaj Y. IWAHASHI: Revizio pl'i Latinaj 

nomoj de diatomo， Achnαηthes cγ側 ulαtα，
Ach. S~tbc1'enuiαta kaj Ach. 1'epαndα. 

筆者の中の 1人である岩縞はH日和 111:1ニ(1936)に日本学術協会報告 Vol

11， nO.1に「淡水j主珪tii4位?と就いて」 とj越して執筆した"1-'~乙↑此祉の正面

の輪廓が波形をなせる Achnanthesを Ach.reραnda と仮に命名してその

形態について記述し，またそのラテン記誠文を外国の某誌へ送付して置いた

が， その雑誌が廃刊になったので他の ~(f 誌への掲載の交渉などに手間どって

いる中に第2次大戦が発生し，その原稿が果して公表されたかどうかもわか

らなくなって しまった。 EI本学術協会報告の別刷はその当時に岩橋から津村

へも贈呈されていたけれども津村からは特別の意見の申越はなかった。

その後，岩橋も津村・も戦災を受けてしまったので津村は勿論その筆者で

ある岩橋の手前ニにさえもこの文献は無くなってしまっていた。津村はその後

戦災で焼失した文献の再入手に努力していて， 前記の岩ー橋の文献も入手(写

哀複写)の手配もしてあったのであるが， ;1f.:il:. (昭和30年)の初めに津村の

友人室伏朋治氏が津村を訪れて雑談中に同氏が神奈川県小田原市の小田原城

E止において採集したという被妓の正面の輪廓が波形を呈する Achnanlhesの

学名についての質問があった。因って津村は所磁文献中に手当りがあるとて

直ちに室伏氏の観察の結果(記憶)を訊しながら調査したところ，多分 Ach

crenulalαか，あるいは Ach.subcrenulatα(=Ach. subsessilis var. subcre 

nulaia=Ach. breviρes var. subcrenulata)のいずれかであろうと思われたの

であるが，この何れでゐるかは実物について詳細に検討しなければ決定でき

ないけれども，文献の記:::Mから判断しただけではこの両者をそのように区別

する必要があるか否かも疑わしく ，また室伏民の採集した珪藻が細部につい

て，どのような形態であるかを明隊にした後でなければこれ以上の判定はで

さないので，追って詳しい観祭の報告となるべく実物を津村に送ることを約

マ 横浜市立大学生物学差土谷:

日稿附学芸大学
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回 事誕類第u善策S号昭和30年n 月

して辞去せられた。ただ室伏民の採集せられたというとの珪藻は下蓋の彫刻

の様子が Ach.crenulataおよび Ach.subcrenulataの原記相文や図とは

いささか相異するということを室伏民は言って居られた。

いま参考のために原著および主要な文献からその記相文と図を引用して

置し図Iの1はLeDiatomiste Vo1. 1の PlancheIX， fig. 3で，同図の

2は P1.IX， fig. 4であり， 図IIの1は同じく P1.1， fig.5で，同図の 2は

P1. IX， fig. 6である.図はいずれも写莫を以て原著に掲載されているままの

大きさ(原著掲載図と同大)に補写してある。

ー圃 1. (左)Ac加anth6screnulata (x 1000) 

1. lower valve (Le Dia句>miste1， PI. IX， fig. 3) 
2. upper valve (Ibid. PI. IX， fig. 4) 
国 11. (右)Ack冗anthω8ubcr，側 ulata( x 1000) 
1. lower valve !Le Diatomi蜘 1，PI. IX， fig:均
2. upper valve (Ibid PI. IX， fig. 6) 

Acl"，.凶 ntli晶伺cr側 U加加 GRUNOW，l疫抑 (GRUNOW，Beitr. Arct. Dia七S.20). 
S巴balenden曲 vonA. 8ub8s88ilis ahnlich， aber ausgezeichnet durch d曲

目tarkgekerbt岨 Rand(Kerbung四 0.003-0.004mm. lang， 0.001-0.0015 mm. tief). 
Punktreihen 7 in 0.01 m乱， Lange 0.034-0.σ76 mm.， Breite 0.015-0.02 mm. Mit-
tellinie der Oberschale sher exc組.trisch，dicht dem einen Schalenrande g，回-
ahert (Samoa Inseln， in su錨emWasser). 
Ac1I，na'l1必ltesC'1'，側，叫~ata GRUNOW， 1疫抑圧JeDiatomiste Vol. 1， no. 5; p. 

50). PI. IX， fig. 3 (Valve inferieure)， fig. 4 (Valve superieure). 
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津村・岩橋:淡水産珪滋Ack鈍anthescrenulataについて 国

Plus ou Illoins larg個個.tellip.tique， a extremi.tes ob.tu目鏑 eta加rdserene・
les (2.5 a 3 dents回 0.01mm). Longueur 0.054 a O.σ76 mm. largeur 0.015 a 

0.02 mm. Valve superieure a aire axiale .tr品目 exeen.trique e.t a series presque 
paraU品1ω(6a 6.5 en 0瓜 mml. de gro側関perlessubquadrangulaires (6 a 7朗

0.01 mm). Valve inferieure a aire axiale dis.tinete dila.tee au cen.tre岨 m

pseudo-s.taur，ω. S.tries 6 a 7岨 0.01mm. eomposees de grm濁esperlω6a7 

回 0.01mm. radian.tes jusqu' a回 extremi.tes.

Hab. Eau douee ou sauma.tre Samoa! Dain.tree River Aus色ralia!Nouvelle 
Guinee (TEMP主RE!).

Ce.t.teωp色eea ete de巴ri.tepar GRUNOW da凶 Arc.tiche Dia句maee岨 P昭e

20 sans etre fi，凹ree. Elle es色.tresliee au variable Aehnan也飽自由民掛ilisdon.t 

on pourrai.t la considerer comme une varie.te. 

Ac1III凶 nthescret品切la加 GRUNOW (18剖1)(CLEVE， Synopsis (2) p. 193). 
国lip.ti伺 l旬 ellip.tie-linear，ob.tuse， with erenulated margin (2.5旬 3undu-
lations in 0.01 mm). L. 0.034 .to 0.076 j B. 0.015 to 0.02 mm. Upper valve with 

very exeen.tric and n釘 rowaxial area. S.triae parallel， 6 .to 6.0 in 0.01 mm. 
coarsely pune.ta.te j punc.ta 6 .to 7 in 0.01 mm. Lower va1ve with narrow b凶

distinct axial area. Central area a .transvers自 fascia. Striae 6句 7in 0.01 
mm. sligh.tly radiate .throughout， punc.ta.te j puncta 6ω7 in O.Olmm.一-A.
D. p. 20. Cl. Distomiste vol. 1， no. 5， p. 50， Pl. lX， fig. 3， 4. 

Fr倒1or brackish wa.ter: New Guinea! Samoa! Australia (Daintree River)! 
Acl"na昔話F附 (sゆ sessUisvar). subcl'en'Ula伽 CLE叩， 1田o(Le Dia.to・
miste Vol. 1， no. 5， p. 50). 

Pl. IX， fig. 5 (Valve inferieure)， fig. 6 (Valve superieure). 

Lin白ireelliptique， a extremites obt凶凶 ωabords legerement creneles. 

Longueur 0.047 mm. Largeur 0.012 mm. Valve superieure a aire axiale tr白

ex巴岨triqueet a seri倒 parallelω(8en 0.01 mm). vers les extremites radian-

t錨 degro関関 P自rlesquadrangulaires (7 a 8 en 0.01 mm). Valve inferieure a 

aire axiale etroite se dila.tant aurour de nodule central en un pseudo唱.taur凪
Stries 11 en 0.01 mm. un peu radiantωvers 1偲 extremi.teset compo必esde 
gro国国 perl飽 11a 12四 O.Olmm).

Hab. Eau sauma色re，Nouvelle Guinee (TEMP主RE!).
Cette forme se rapproche beaucoup de l' Achnanthes subsessilis， e.t， par 

sωbo吋slegerE阻岨tereneles， elle forme un passage a Ach. crenulata dont 
elle differe pars舗前riesplus serrees e色parses bords moins distinetem血色

ereneles. 
Ac1l1utntluAlium bl'evipes AG. var. s，weret叫 Ta伽 Cr.EVE(1朗1)(CLEVE， 
Synopsis (2) p. 193). 
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冊 若葉類第 3~き第 8号昭和 30年 12 月

Narrow ellittic-linear， obtuse， with crenulated margin. L. 0.047; B. 0.012 
mm: Upper V. withvery ex巴entricaxial area and parallel striae， 8 in 0.01 

mll'l.; composed of la:rge puncta (7色o8 in 0.01 mm). Low巴rV. with 11 striae 
in 0.01 mm. Pun巴ta11 to 12 in 0.01 mm.一一DiatomisteI，p. 50， Pl. IX， fig. 5， 6. 

Brackish water: New Guine喝!

3 

園1I1. Achnanthes repandα(x1000) 

1. lower valve 
2. upper valve 
3. side view. 

原寸大に写真を以て複写したものである。

その直後に津村は日本学術協会報

告所械の岩橋の前記の論文を複写

して見ると，それに掲載されてい

る前記の Ach.reρandaは正に

Ach. subcrenulataと一致するこ

とが直ちに判明したので津村は岩

橋に連絡してその意見を求めたと

ころ，岩橋もまた津村の見解に賛

意を申越したのである。よって筆

者等はj!J!名を以て一応 Ach.何回

pandaの名を廃止することを言

明する。

以下に参考のために上記の日

本学術協会報告所械の岩橋の論文

を引用するc 図IIIは原著所載の

Achnanthes reρanda (日本学術協会報告 Vol.11， no. 1， p. 15) 

細胞は前軸が縦軸 longitudinalaxisの方向に曲っているので， その帯

商観では「く」字形になっている。 殻面観(津村註…正面観に閉じ)では長

い楕円形をなし，両極は円い鈍端に終っているも本類の殻はその縁が漣肢に

なっているので明瞭に他種から区別することができる。縦溝線のある殻では

その縦溝線は多少波形をして前軸欣に横たわり， 軸域 axialareaは梢々広

くて細長い鎗鋒形をなし，心域は殻の両縁まで拡っている。横条線は点紋線

として存在し，全体を通じて放射肢に並び， 10μ の聞に9-10本あり，その

点紋は大きくて可成り間隔をおいて排列しているが，多くは互いに述絡され

る傾向がある。他方の殻即ち縦illt*吸を欠く殻聞には偽縦溝線が狭く且つ殻の
緑近くに偏在し，心域は作らない。横条市~j{は大きな点紋より成り，前軸に対

-4-



津村・岩橋: 動k産珪滋Ac.抑制thescrenulataについて 侃
一一一一

して略ぼ直角をなし， 10μ の聞に約8本を算する。殻長は26-60p，殻幅は

中央に於て 9-23μである。今これを表示すると次の通りである。

(1) 飯島産

数長ω} 殻繍 (μ) 級長:殻鯛 個体数

45 15 3.0 2 

43 14 3.1 8 

40 13 3.1 8 

38 13 2.9 12 

部 11 3.0 9 

28 9 3.1 6 

問屋久島産

殺長 (μ) 殺瓶 (μ) 殻長:穀腕 個体数

69 23 3.0 2 

65 22 2.9 1 

58 20 2.9 5 

57 19 3.0 8 

42 14 3.0 2 

38 13 2.9 1 

26 9 

本種では前種1)と異なり，殻l隔はその殻長に対して常・に略 1:3の関係に

ある.即ちとの種の形式は珍らしいのであって，いままでの観察によれば，

Naviculaρusillaの殻がこの関係と同様であって常に殻長:殻幅=2:1であ

1) ここに前種というのは Achnanthesではな〈下記の珪議である。
Ceratonei8 rectα(SKVORTZOW) IWAHASHI， 1936. Studies on fresh-water 
Diat. of westem Japan (1)， p. 15， fig. 1， a-c (Journ. Japan. Bot. Vol. 12， 
no.問.

~C. arcus var. HattorianαMEISTER， 1914. Beitrage zur Bacillaria伺阻-
flora Japans (2)， S. 226， Taf. 8， fig. 1-2 (Archiv fur Hydrobiologie Bd. 19). 
~C. amphioxys var. recta SKVORTZOW， 1鎗8. Contribut. to Diat. of Baikal 
lake， p. 8， Pl. 1， fig. 11 (Proc. of Sungaree River Biol. Station. Vol. 1， no. 5). 
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62 事誕類第s容第s号畷和30年昭月

‘ o -10 & 

20，. 

園 lV.Achnαnthes cr側 ulαtα(x1200) (津村原図)

1. 2. lower valve 
3. upper valve 

在していたものである。

った事を筆者は知るのみ

である。…(以上)…

さて小田原市におい

て室伏氏の採集した事情

は，岡市内所在の日産水

産研究所構内のプールに

栽培せられていた Nym-

ρhaea ca戸別isvar. za-

nzibariensis (アフリカ

スイレシ)N. marlicaea 

var. chromata (オトコ

スイレシ)， N. attraction 

(ヒシジスイ νシ)を小田

原城祉の濠へ移植したも

のの葉柄に着生していた

珪藻類に少数であるが混

この材料による津村および室伏氏の観察は次の通りである(図IV参!問。

被殻の正面の形肢は LeDiatomisteに図示せられた Ach.subcrenulata 

に大体一致している。正面の殻長は 35~40μ，殻幅は 12.7μ と測定せられ，

殻長/殻幅==2.75~3.15 で岩橋が報告している甑島産のの Ach. retandaの中

で個体数の最も多い殻畏 40~38ρ，殻幅 13μ. 殻長/殻幅 ==3.1~2.9 あたりの

ものに相当している。また縁辺の波長は毎 10μ に 2.5~3 である e

少しく一般論になるが用語をはっきりさせることにする。 Achnanthes

や Cocconeisの如く被殻を側面より見た;場合に， それが屈曲または湾同1し，

一方の葦殻 (valve)に実正の縦溝線 (raphe)を有し， 他の葦殻に偽縦溝綿

(pseudo-raphe)を有する珪藻を記述する場合に，上蓋 (uppervalve)および

下査(1owervalve)と称するのは上殻 (epitheca)および下殻 (hypotheca)の

意味ではなくて，中央より屈曲または湾曲した被殻 (frustule)の凸形をなし

ている方の殻(上殻であっても， 下殻であってもそれには無関係である)の

2) こしきしま

- 6ー



津村・岩橋 L 淡水産珪藻Achnanthescrenulatαについて 伺

蓋殻 (valve)を上蓋 (uppervalve)といい，凹形をなしている方のf仇(上殻

下殻に無関係)の葦殻 (valve)を下蓋(lowervalve)という習慣になってい

るa これは Cocconeis属においては通常は凹形をなしている方の蓋殻の面を

以て他物に着生し，あたかも“へ"字形に凹面を下にして伏せたようになっ

ていることが多いので凹形の方を下と考える習慣になり，この方の葦殻を下

蓋 (lowervalve)というようになったもので，それが上殻 (epitheca)である

か下殻 (hypotheca)であるかは別の問題である。わが国には上殻・下殻と，

上査・下蓋とは混同して区別せずに使っている例が甚だ多いのであるが，

Achnanthes， Cocconeisや Rhoicosρheniaなどの如く 1組の被殻を構成する
2個の各半分の構造が異なるものでない場合には， 非常に厳密に説明するの

でない限りは上蓋といって，その実は上殻のことを指したのでも甚だしい誤

解を受けないであろうが， Achnanthes等において上殻・下殻と上蓋・下蓋

とを混同すれば筋の通らないことが生じてくる。

Achnanthes等においては通常“へ"字1状に屈曲した凹形になっている

方の被殻の査殻すなわち下蓋に偶縦溝線がある。これは珪藻殻の分裂の際に

娘細胞は母細胞の殻をその上殻として使い，下殻を新生するという原則とよ

く一致している。

説明は再び小田原で採集した珪藻に戻る。本珪藻の上蓋には略四角形を

した彫刻があり， 殻面(との場合は正面と記してもよい)の短径に平行な方

向の列(綿服列)においては彫刻が正しく並んでいるが， 長径に平行な方向

の列(経朕ヲ1])においては， 大体は正しい並び方であるが両極附近では僅か

に乱れていることが多い。各四角形の彫刻は毎10μに8個を数える。偶縦溝

線は葦殻の 1側緑に沿って偏在している。

下査においては点紋が横条線肢に存するが，点紋の間隔はかなり粗であ

って，短径の方向にも，長径の方向にも町長ぽ等間隔である。この点紋の存在

密度は 10/1 にが~8 個であって上査と略ぼ等しいが， 個々の彫刻の大きさが

小さいから存在密度が著しく異なるように一見して感ぜられるのであって，

その実は略ぽ等しいと思われる。

文献 LeDiatomiste Vol. 1所載の GRUNOWの Ach.crenulataおよ

び CLEVEの Ach.subcrenulataならびに日本学術協会報告 Vol.11所載

の岩橋の Ach.reρandaの図によれば，いずれもこの点紋は多少横条線的な

傾向を帯びて配列することが示されているが，津村および室伏氏の精密な鏡
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64 毒草類 第 3~ 第 8号昭和 30 年 12 月

検によれば水(屈折率1.33)をミヂアムとしての観察においても横条線的方

向に点紋を述絡する鞘肢の構造が見られる。岩橋の報告中に「多くは互いに

述絡される傾向がある」とあるのは，このことを幾分暗示している。 a-臭化

ナブタリシ(屈折率1.66)，あるいは TMW>(屈折率1.65-1.70)， または硫

黄を飽和した沃化メチレγ(屈折率1.78)をミヂアムとした場合は開口数1.25

，..".1.30において， この構造が存在することが明らかに認められるd あるいは

また津村の考案による沃度蒸着法今と反対色のフィルターとを併用すること

により， この存在は甚だ明瞭に認められる。 この構造が LeDiatomisteお

よび日本学術協会報告の図に描かれていないことにより，室伏氏は本珪藻は

Ach; crenulataや Ach.subcrenulataに甚だよく似ているが，それとは多

少相異するといわれたのであった。しかしこの構造は注意して観察しなけれ

ば見落される可能性が多分にあることは津村が上に特別のミヂアムその他を

使用していることによってもわかるであろう。さらにこれは顕微鏡の添台集

光器の開度6}が適当でない場合にも消失して見えないから見落したものと推

定し得る。この構造の存在については，この観察の後で文献があることを知

ったのであるが， HUSTEDTもこれを図示している。

CLEVEは LeDiatomisteにおいて最初に Ach.(subsessilis var.) sub-

crenulataとして報告をしたが，後になって SvenskVetenskaps-akademiens 

Handlingerにこれを Ach.breviPes var. subsessilisとし，いずれも Ach.

crenulataとは別のものとして扱っている。岩橋の測定による前記の表中に

は LeDiatomiste所載の Ach.crenulata (殻長/殻幅=約2.2)に適合するも

のは含まれていないように思われる。 また津村も室伏氏も Ach.crenulata 

の原図によく一致するものは見ていないけれども，Ach. subcrenulataを

Ach. subsessilisまたは Ach.brevipesの変種とすることが適当かどうかに

3) ヂ7:1".ーノレの準化物の 1穏に或る加工をした待旅なミヂアムで珪滋殻鏡検用に津

村が考案したものである。名称がないので TMM(TSUMURA Mounting Medium) 
と仮に命じてν必。

4) 敵処理の後，水で涜111:した珪議殻をスライ)，.グラス上で乾燥したものをヨードの小

片を入れた時計lIn上に下に向けて伏せ， ヨードが室温で自然に蒸着するのを待ち，
湿度に若いたときにα・臭化ナアタリンを以てマウントする方法で津村の考案したも

のである。珪藻殺の微細な明暗コントラストのタない彫刻を観祭するのに用いられ

る。

5) 津村考平: 鋭検拡犬f象のコントラストの簡易増加法(採集と飼育 Vol.17， no. 2). 
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は多大の疑問を持っている。室伏氏の語る所によれば Ach.subcrenulalaに

似て，正面から見てその長径が湾曲するものもあるとの事である。これらの

事からこの珪藻の正面の形態はまだ変形があるものと思われるのみならず文

献によれば Ach.crenulalaと Ach.subcrenulalaの相異点は主として正

面の殻長と殻幅との比率の相異にのみにあるものとしか考えられない。特に

評論は述べていないが HUSTEDT も Archivfur Hydrobiologie Suppl.-Bd. 

XV (1938)において Ach.subcrenulalaの形の珪藻を Ach.crenulalaと

して Ach.subcrenulata， Ach. subsessilis var. subcrenulataおよび Ach.

breviρ'es var. subcrenulataをその異名としているから，筆者等はさらに
Ach. repandaをも異名として Ach.crenulataの学名のみを正当名として

採用する。

本種は現在までに採集報告例の少ない珪藻の 1つで GRUNOW，CLEVE 

および HUSTEDTなどの報告がすべて熱帯地方の採集によるものであり，岩

橋の報告も日本では南方の甑烏・屋久島での採集である。小田原の日産水産

研究所の Nymphaeaの入手経路はいま津村には明らかでないが，同所はも

と魚類の研究家の熊田頭四郎氏が居った所であって，南方の魚類と共に水楼

生物を持ち込んでいるから，恐らくはそれに付着して移入して来たものと思

われる。また小田原市も神奈川県としては温暖な土地であって，ユ{カリや

ナギが戸外で生育し得るのである。本珪藻が小田原城lal:の濠に甚だ少数見ら

れたのは， このようにして移入して来たものが残存して生活しているものと

想像する。

Resume 

Lau nia konado含isnun， Achnanthes crenulata kaj Ach. 8ubcrenulαtαest個
konataj nur en intertropika regiono. En Japanujo， 1936an， Y. IWAHASHI 
raportis diatomon kiu estas nomata Ach. repαndαde li mem， akirante el Ko-
shikishima kaj Yakushima， K，同shu，Japanujo suda. Tam四倉 ankauestas 
konforma bone al Ach. 8ubcrenul，αta. Aliparte， nia amiko s-ro T. MUROBUSE 
havis specimenojn similantajn al figuroj de Ach. 8ubcrenulatαde “Le Diatmi-
ste" Vol. 1， Planche 9， fig. 5， kaj 6， sur NlImphaeαen Odawara， Japanujo 
orienta. Gi est踊 treplene konformanta al figuro de HUSTEDT (1937-38). Pro 
tia rezono ni akceptas nomon Ach. crenul，αta， forlasant巴 nomojnAch. 8ub-
crenulαtαkaj Ach. repαndα. 

- 9ー



備 灘類第3!fe第8号昭和30年12月

引用文献

1) CLEVE， P. T. (1四4-95): Synopsis of也eNaviculoid Dia旬，ms(Kongl. SveJ羽，ka
Vet岨 skaps-akad個 iensHandlinger Bd. 26， no. 2 and Bd. Z1， no. 3). 

2) CLEVE， P. T. und GRUNOW， A. (1田0): Beitrage zur Kenn也issder Arkti-
schen Diatome阻 (Ibid.国 .17，no. 2). 

3) HUS'.rEDT， F. (1937-:田:): Systematishe und okologische Untersuchungen uber 
die Diatomeen-Flora von Java， Bali und Sumatra (Archiv fur Hydro-
biologie. Suppl-Bd. 15). 

4) 岩橋八洲民(193句: 淡水産の新珪滋4種に就て(日本学術協会報告 Vol.11， no. 1). 
同 TEMPERE，J. (1890-93): Le Dia句mis色e，Vol. 1. 
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アークス科海藻の卵周にある粘質物の

有極性崩壊について

中沢信午*

s. NAKAZAWA: Polar di鎚olvingof the mueilaginous 
substanee around the eggs of Fueaeeous algae. 

フークス科の卵が放出されるときには，そのまわりに2層又は3層の粘

質物をともなっていること，およ閉その粘質物が卵放出のメカニズムと関係

あるととはよく知られているほ臨むHR1935， NAKAZAWA 195札ところで，

この粘質物の正体はまだ不明のようであるa もっととも三輪 (193η による

と，Fuc備の細胞問物質として粘質の Fucoidinがあり，それは多糖類 Fu-

coseの硫酸エステルであると断定された.おそらく卵周の粘質物もこの類の

ものであろうが， ミクロな分析がいろいろの点で困難なため，その糞の正体

はわかっていない.さて ζの粘質物は，放卵後に同じく粘質の柄(図 1a)を

もってリセプタクルに附着しているが，受精し，発生がすすむと，しだいに

柄がこわれて卵は自由に海中に放たれ，波にゆられてゆく(猪野 1944).

とのように粘質が崩壊してゆくのは，全く受精後のととであるd それは

未精卵をそのまま永く放置しても粘質の崩壊がおこらないことから知られ

るa またこの崩壊は Coccoρhoraや Sargassumではほとんど例外なく仮

根極からはじまり，しだいに反対側におよぶ(図1b， c)。 この現象について

いくつかの疑問がおこるが，それらを論じてみたい.

1. 精子の方から粘質を崩壊する物質がでるのではないか? なるほど

粘質崩壊は受精した卵についてのみ起るのだから，この疑問はもっともな話

である。 また実際にヲニの卵では精子にこのような物質 (jelly-dissolving

principle)がふくまれていて， それが卵の粘膜をこわして卵に近ずいてゆく

ととが証明されている (ISHIDA1954)。 しかしフークス科の卵では少し事情

がちがう.第一に，もしそうだとすると精子が卵のすべての側から均等に粘

質に侵入した場合に，粘質の崩壊はやはりすべての側で均等におこるべきな

者 山形大学文理学者自
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C 
7π 
¥ 

'60.u 
‘・・・圃幽-・

第1闘 a) スギモタの米和!j卵を~~‘汁に ν、れて見たも の。 卵 (e)

をかこむ 白 ν 、官官分が*，~ 1'î物。 b) 7 シ 1 ジモクの幼}B~

を墨付すこいれてみたものo 五{剖:に I~I 01.える・iili分 (m)
がれ~i T吃物。 c) I百l上の幼JJ不を:ll且常務*'1'で見た状態。
mが粘'tr，rが仮f見。

のに，実際には常に仮1R部からのみおこるo まずこ私[士粘質だけを卵からはま
取って，これに精子を作用させたが，粘目ーの破壊はおこらなかった。

2. 3( 三次崩吸がおこるのは， 仮~'Rが突出するために械械的に~NI'l をつき

li'主るのではあるまいか? この考えも適当でない。 もし仮1H.が粘nを破るだ
けであれば，粘11の畳はそのまま政るはずである。しかし実際には発生の進

行と共に粘質!'iil成ってゆきr，幼IEEではただ頂者1:¥にキャップj伏に附7片している

にすぎない(図 1a， b， C，" 

3. 以上のようなわけで，ホli'1'l崩壊の原因は卵の側にあり ，しかも物理

的でなく化学的に粘質を溶かす物1't1;;，卵の仮根駅から排山されると考えら

れねばならない。

動物ではこういう場合がある。例えばガマ (Bufovulgm'iめの卵が発生

- 12-



中沢: アークス科海渡の卵周にある粘質物の有磁性崩壊について 69 

をはじめると匹は粘質膜の外にとび出してくるが，このときには動物極側

(重力に対して上側)から粘質が崩壊し，そこから臨が脱出する。その際，粘

質は pH6.4-6.8の間で最もよく膨潤崩壊するし， これはその部位にCO2を

注射してやって加速することができる (KOBAY ASHI 1954)。 これはもちろん

動物極側でメタボリズムが最も高いことと密接な関係があるであろう a また

WHITAKER (1938， 1940)によると Fucusでは仮根部がやはり CO2排出量が

最大で，そのため通常仮根部でpHが低下し， また媒液の pHが低下した部

位に向って仮根が生ずる性質をもっている。 もちろん Fuc附とちがい，

Coccoρhoraや Sargassumは媒液の pH勾配によっては極性が支配されな

いが，これはまた別のことがらである。しかし当面の問題としては，仮根側

において CO2の排出がさかんなためにpHが低下することは充分考・えられる

し，また何か粘質をとかす物質が仮根極から選択的に排出されることも充分

にありうる a 一方において，仮根極はいろいろの物質に対して特に透過性が

大きいことも知られているから(NAKAZAWA1953 a， b， 1954)卵内に生産さ

れた粘質破壊物質が，やはり仮根部から選択的に外え拡散し，これが粘質の

差次崩壊を来すものと推定される。しかし，その物質はいったい何んであろ

うか。

終りに， Fucoidinについて御教示をうけた三輪知雄博士に感謝します。
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海藻の英名及びハワイ名(績)

英 名

L 

Lady wrack 

Langetifl' 

Laver 

Leag (Kyleakinl 

Liadhaig 

Lichen 

H. OHMI: English Names and Hawaiian Names 
of th巴MarineAlgae. 

近江彦栄

(北海・1立大学水産学部)

学 イ賄 考名 平日 名

FUC16S vesic1dosus 

Lam伽ω'ilαsαcchαγ伽α カラ 7トコン 7'

栴総

物
の

若

底
調
川

リ

の

ノ

.7

7

ン

ア

コ
-
qhw

伺+ム

刷
刊

α

;

c

t

u
 

は

α

b

m
m
d
ω
 

-0

・切

u

d

d

m

 

α
α

O
 

E

Z

t

z

 

川
町
山

U

W

A
-
-
m
・m
め

ゆ

伽

山

側

阿

佐

α
α

九

P

L

L

C

 1'?'1SpUS 
Liver weed (South England) Lamina?'ia cloustoni 

Long bladder kelp Mac?'ocystis pyrザerα

加E

Maiden's hair 

Marinjarin (Iceland) 

Mirkle (Orkneys) 

Mountain dulse 

Murlins (Ireland) 

N 

Neptune's girdle 

O 

Oarweed 

P 

Paddy-tang (Orkneys) 

Pearl moss 

Pennant weed 
(South England) 

Pepper dulse 
(Scotland) 

Desmαresti，α 

Ala?・4α esculentα

ウルシグサm

Gloeocα.psα押Zαgnα

Rhodymeniαpalmata タ'ノレス

Lαmi.冗α?・4α の総称，主として
Lαminαバαcloustoni

F66CUS vesiculosus 

Chond?"t/，s oceUαtus f. ヤノ、ヅツノ マタ

C?"1Sp1ω 

Lam伽αγ似 cloustoni

Lα16?'enciα1Ji冗natifidα
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Pillie weed 

Pleace weed 

Lαm伽αriαClou8toni

Prickly tang (Orkneys) JiluCU8 8errαtus 

R 

Red lace 

Red ribbons 

Redtop or Bardarrig 

Red ware (Orkneys) 

Red wra巴k( " ) 

Ribbon kelp 

Ro巴kmoss 

s 
Scarf weed 

Gelidium Cαrtuαg伽eum

SUh1吻世ittatα

Laminariαdigitαfα 
var. ste旬ophyllα

Lα悦台zαriαdigitatα

" 
Eg1可4αtαevigatα

Chondru8 ocell，αtU8 f. 
cr岱:pU8

Lam伽αrfacloustoni 

Sea bamboo Ecklonia maximα 

Sea devil Rhodymeni，αpalmatα 
(Norway & Lapland) 

Sea girdlω 
(England) 

S飽 grape

Sea grass 

Sea kale 
(Philadelphia) 

Sea kale (Loch Fyne) 

Sea-lattuce 

Sea-l曲 til

Sea-lettu巴e

Sea oak 

Sea otter's cabbage 

Sea pearl moss 

Sea string 

Sea tangle-tents or 
Laminaria七ents

Lαminαr由ldigitαta 

Hormosirα 

Z08terα?問 T伽α

Rhodymeni，αpalmαtα 

Lami冗俳句 cloustoni

Ulvαpertu8α 

Sarga8sum ene向。

Ulvαtαctucα 

Hαlidr抑

NereocY8均 luetkeana

Chondrus ocellαtU8 f. 
CT28pUS 

Gracilaria verrucosa 

Lα押viπαliaClou8toni 

Seatron Nereocystis 
(North west America) 

Sea twine Choγ伽 Filum
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ヤハグツノマタ

グノレス

アマモ 顕花植物

グノレスの製品

アナアヲザ

ホンタ'ワラ

ヤハヅツノマタ

オゴノリ

ツノレモ

“Stipiies Lαmi:犯・
αriαe"として外
科医療に使用

N ereocU8tisから
製した菜子
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Sea wand (Highlands) 

Sea ware (Orkneys) 

Se町 atedwrack 

Slid Vares or 
Mhares (Kintyre) 

Slack (Scotland) 

Sloke (Ireland) 

Slouk ( " 

Slouka回(

Sloukaum ( " 

Stringy kelp 
(Alaska) 

Sugar wrack 

Swarts 

T 

Tang 

Tangle (Scotland) 

Tangle tail (Whi色.burn)

W 

Ware (Scotland) 

Water-leaf ( " 

Weather gr回 S

Wheelbangs (Seaho四時
Northuniberland) 

Y 

Yellow tang (Orkneys) 

...' l7イ~

Limu ele-ele 
(black limu) 

Limu wawae-lole or 
aalaula (mousef∞色limu)

L.lo・.Joa(long lim叫

L. Koele， etc. (drylimu) 

L. huna (hidd曲 limu)

L.加，hu，koko， or 
nipaaki (red limu) 

l，am伽αriad句itata

" 
FUC制 serratus

Lam'伽α，riacloustoni 

Porphyrα アマノ P属の総務:

" 

" 

7
 
ン

メ

パ

コ

カ

ッ

ト

ワ
ロ

7

-
-
d
・
-
フ

オ

カ

カ

α
 

抑

制

'
m
M
a
o
 

a

a

u

 

m

m
必

J
叫

S

C

J

舵

仰

・

悩

i
川

附

附

m

.
側

一

m

M

U

h

 

Lamin俳句 cloustoni

"島
Lam伽ar伽 digitata

" 

LamEnaira cloustoni 

Rhod抑色8ft伽 palmaω
Lam伽ariacloustoni 

!J.'A-;<. 

" 

Asc叩hyUumnodosum 

学名

Enter仰 ω叩 ，hafte:c附'sa
or E.伽testinalis

和~

ヨレアオ/9 

Codium mue恥ri

Gelidium sp. テングサの一種

G2抑制g側 .grus世併明，icularis

HY'JY1Wa nidifica 

Asparagop'Is sanfordiana カギケノリ
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L. manauea 

L. lipoa 

L. hulu-hulu waena 

L. fua-fua 

Graoilariαooro犯opザ'ol'伽
or Ge1idium 

Neurooarpu8 ^ジヤハグ

plagiogramma 

Grateloupia .filic伽α ムカデノ P

Caulerpαracem.osαvar. センナ Pグタ
olavifera 

追加

本報の原稿を送ってから次の著書の中に，前に摘記されてないものが若

干あるのを知り追加したいと思う。

引用文献

1) DAK悶， W. J.: AustraIian S回shores.1953. 
2) YOU:NGE， C. M.: The Sea Shore. 1949. 

英 名

Bamboo seaweed 

Bell weed 

Blanket weed 

Ceylon moss 

Chinese moss 

Fla色wrack

Hog's bristle 

Knot色edwrack 

Neptune's necklace 

Pod weed 

Rainbow bladder weed 

S個 lace

Sea palm 

Southern bull kelp 

Thong weed 

Watersilk 

学 名

Eok1onia buccina1is 

Hormosirαba.叫 sii

ααdophora 

和名

Gracilaria lic1unωides カタオゴノ P

Grαci1ariα世errue08α オゴノ P

FUC畑呼nra1is

Ch伽 tomorphα仰telago旬伽m

Asc叩Ihy1，ω，m 旬Od08~仰

Ho拘nosirabanksii 

H alidrys su'如W8(!

匂'stoseiraericωdes 
CkordαFilum ツルモ

Poste伽・a

SarcopkycU8 potatory，tm (=D旬rvilleα)

H伽側t加1i<α10r，四

Spirogyra 
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シャジクモの採集と鑑定のてびき

今堀宏三

νャジクモの類は近年細胞生理や核学の研究材料として，また高等学校

や大学の一般教育の生物学実習材料としてしばしば用いられるようになっ

た。ことにこの植物の細胞が非常に大きく，節間細胞の大きいのでは直径が

lmm，畏さ 20cmにも及ぶものがあり， 或はいちじるしい原形質流動を行

うことなどは，他植物ではあまり例のないととで， これら特異な形質故，重

宝せられるものと考えられよう.

しかしこの植物がどんなところに生えているか知らないとか，採取する

のに苦労するとか，あるいは折角採取できたものの，種類がわからず，せめ

て属だけでも簡単に見分ける方法はないものかなど，切実な芦をしばしば耳

にするので，ここにどく概略をのべよう。

1. タヤジタ号と生育場所

淡水，またわずかに塩分を含む水のたまったところに広くみられる高等

緑色藻類で， スギナ賦の 10cm--lmぐらいの植物であるが， マツモやホ

ッスモなどが，よ〈似た形をもっているので，しばしば見誤られる.しかし

νャジ'クモの類はマツモなどよりも濃い美しい緑色をして軟らかく，特に輪

生した小枝(葉ともよぷ)の先端をすかしてみると， すき通った感じの緑色

をしているので，野外でも少しなれればすぐに見分けられる。はっきりとわ

からなければ一応もち帰って細胞を顕徴鏡で見れほ，節聞や小枝の細胞がい

ずれも非常に大きし小さな葉緑体が無数に， しかも列をつくったように整

然とならんでいるので判別できょう。また夏から秋にかけては，多くは小枝

の枝分れの部分に黄褐色の小さな性器をつけるので， とれさえ見つかれば，

Vャグクモ類であることは一見してわかる。しかし時には体表に厚い炭酸カ

ルVクムを一面にもっているため体は硬く，かっ不透明となっていて，一見

してマツモなどとほとんど区別っけにくいようなものもある。 とのようなも

のは特別な時の外は，いずれの実験材料としても不適当であるから，苦労し

て採取する必要もあるまい。

ょにのべたように水のよどんだととろ，すなわち湖水，池沼に生育する
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76 言葉類 第 3 t{E 封~3 号 IJn ~n30年 12月

外.rb'tの小川などごくゆるやかな流れのところに生育ーするものもある。 しか

しこのようなところに生ずる ものはごく 限られた種類が多く，かつ多 くは泥

や他の活:生誕生Rなどを休表につけていて ， 非 it;~1 によごれているので， これま

た，実験材料として適当で

ないものがほとんどであ

る。

十和田治].祁11i代湖j.

~!}尻湖， 尾瀬沼など我国の

湖沼では，湖底はほとんど

i/ヤ ジクモの純鮮泌がみら

れ，いわゆるVャジクモ:け?

となっている。仙の植物[化

ほとんど生育できないよう

な 10-20m余にも及ぶ深第1岡沼のj芋に群生した アラスモ，

休の大学は空気中にu¥てν、る い所に生えているので，こ

れを採取するには特に大形の特殊な拙兵を必要とし，かつ多 くは栄養体だけ

で生殖器をもたないので，採取場所としては一般的ではない。

最も普通にみられる瀧斑用の沼11也の底を

さぐってみると，たいてい 2っか3つの池の

中1つは必ずVャジクモが生えている。Hすに

は岸にそって大野落をつくり，体のー部を空

ri1につき出しているとともある。このような

池の謀は採取も容易であり，かっとこに生え

ている種類は非常に虫富なことが多いので，

採取場所としては最も過当と考えられよう。

池の底は泥質で，比較的背l床のかかった水を

たたえた池にはたいてい生育しているようで
第2閲 i也Y{!，*底槌紗J採集nl ~Ui

ある。水面にヒジやジュシサイなどがおおっ

ているところは光量の不足というよりも，やはり生存競争に負けるためか，

水底にはνャジクモはあまりないようである。

水田にも，特に草取りを怠ったようなところにはかなり νャジクモが見

られるが，多くは栄養体のみであり，かつ生育も十分でないものが多い。
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今期: シャジクモの採集と鑑定のてぴき 77 

2. 採集のしかた

溝，水田，池の岸などに生えているものは手でぬきとれるが， このとき

泥とともにぬきとって水の中で泥を洗いおとすa こうすると白色の根が完全

に保たれるので，培養のときや，根の核など観察するのを目的とするものに

とっては，特に注意を要する。

第S園湖底植物採集用錨

ければならない。用いるいかりは，

井戸に落ちたつるべをつり上げる

のに用いるいかりを金物屋で求め

てもよいが，私のこれまでの経験

では第2図に示すようなものを鉄

工所に頼んで造ってもらうとよ

い。これは12cm x 2.5 cm， 厚さ

7 mmぐらいの鉛板(鉄で代用し

てもよい)に太い針金をまげたの

を5本溶接し，中央部に綱をとり

つける環をつくったもので 1個

の目方は 300-500gぐらいであ

る。 これに15-20mのロ戸プを

池の底に生えていても，多くの場合岸

からは見えない。しかしνャジクモの生え

ている池の水は，たいていやや緑色をおび

た深青色で清く澄んでいるから，少しなれ

ると水の色を見ただけでほぼ見当がっし

このようなところの藻はどうしてもいかり

のようなものでひっかけてとるようにしな

-21ー
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78 若菜類第8倉第8号昭和30年 12月

とりつけ，魚をとる網打ちの要領で岸からいかりを池の中央に向って投入れ

る。いかりが水底に沈むのを待って，静かにたぐりょせる。 このようないか

りを用いると， νャジクモは割によくひっかかるが，池の中にある大きな石
や倒木などにひっかかりにくくて，採集には非常に能率的でつごうがよい。

湖水のように深いところのものを採取するのには， もっと大きくて重い

いかりが必要となってくる。第3図に示したのがこれで，ねじで中央部から

2つに分かれるようにして，持運びに便利にしてあり， 先の半球部の直径は

約20cmぐらいでよい。これを湖に浮べたボートや和舟の上から水底に下し，

しばらく舟をこいでのち，静かに引き上げる。

3. 日本産の3属の見わけかた

現存のνャジクモ類は，全部で7属あるが日本にあるのはνャジクモ属
Chara，プラスモ属 Nitella，およびプラスモダマV属 Tolypellaの3属で

ある。種の数はVャジグモ属9種，プラスモ属49種， プラスモダマν属1

種，合計59種が数えられている。 まずこれら 3属の区別のしかたを示そう。

~I--v~v可アラスモタ
小枝の形態 単車満分枝 叉状・単紬の中関 叉状分校

茎の節間部
多〈は皮暦細胞で 皮暦はなく単一細 皮暦はなく単一細
おおわれている 目包泊・らなる 目包泊当らなる

スチプロ-1." つ な ν、 な ν、

省 つ な iI、 な ν、

性株の位置 議卯器上位 議卵器上位 識締器上位

小 冠 1列5車10胞 2 JlJ 10細胞 2JlJ10車問JJ@'

卵胞子の形 長崎円体 隙円体 階円体

卵胞子の断面 円 形 円 形 鴎円形

4. 種走匡別するおもな特徴

穫を正確に区別鑑定していくことは，初心者にとっては非常にむつかし

いが，とり ibえず，そのおもなものだけを列挙しよう。

げ) フラスモ腐の中の種の区別

1) 小枝の分枝回数，および射11:¥枝の数。

2) 最終射出枝の細胞の数 (1，2， 2~3， 3以上などある)。
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今期: シャジクモの採集と鑑定のてぴき 79 

第5閏 シヤジクモ，および 7 ラス

第6闘 シャジクモと 7ラスモの性器

A 7ラスモの性器(減精器が項生で，煎卵
器よ Pも上位に位置している)。
B 7ラスモの蔵卵器の先端部(小冠が上下

2911の番目sE!.911からなる)。

モの植物体の一部

A アラスモの小枝
B 7ラスモの小枝の先端
C シヤジクモの小枝の基部
D シャジクモの小枝の先端部

o 穣卵器 a 臓椅器
s スチプロード p 赫細胞

C シヤジクモの性器(蔽卵器が被紛器より 第7圏 フラスモ

も上位に位校し，小冠は 1111の細胞列jか グマシの小枝

らなる)。 分i伎は単車曲分枝に近c性
a 臓精器 o 減卵器 務の位置は蔵卵器が上位に

e 小冠 b 托業 なっている。
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3)放卵慌の大 きさ， っく 古Jti在

(第 1分校部にてコくか，):1);2うT

枝古ii以後につくかjお よび 1

節につく数 (1，2， 3以上)。

卵胞子の大 きさ，色， うず!{f

の数，広1I比の模紛 (1特i状，粒

状，虫政状なと)。

シャジタモ応の場合

節目ij主I1!IJ包や， t]、校の制IJ@に皮

暦があるか，あればその数。

スチプロ ード・の数，大きさ。

茎の皮暦上に糾詰11¥胞の有無，

あればその数。

1171.利30&.T三12月第 3号第31lE重責若草80 

4) 書
Cc

§
一OB

ぬ
V

O
(ロl

1) 
A 

2) 

3) 

卵胞子の形態比絞

7 フスモ

プフスモダ?シ

シャジタモ

一
叫

A

B

C

第

B A 

D C 

卵胞子上にみられる徽詰111な似械の顕微鋭写iit像

ツクシ 7 ラスモ

7 {J，{Jアラスモ

b 

d 

-24-

オトメ 7 ラ λ モ

タナカ 7 ラスモ

ν、ずれも 1，330倍

第9闘

a 

c 



山間 c.P. Thunbergの邦康海滋の標本に就いて 81 

4) 沓の細胞の長さと数。

6)識卵器のつ〈位置と数，大きさ。

6) 卵胞子の大きさ，色， うず容の数，皮膜の模様。

しかし種の区別は最初は専門家に見てもらった方が安全である。

5. 参考文献

おもなものとして次のものをあげる。

1) 今鋼宏三 (1964): r日本産論議類総裁;J.丸善発完.
2) 森岡英男 (1叫1): r日本産車輪議類JI-IV.植物研究雑誌.17倉.1-4号.
3) 牧野富太郎 (1929): r何故=我が日本産しゃぢ〈も科植物品種ヲ研究セザル乎{閤

入)J.植物研究結誌， 6傘.12号.

(金沢大学護学部植物学致室)

c. P. TUUNsERG の邦蓋海藻の標本に就いて

山田幸男

THUNBERGの標本はスエーデシ国ヲプナラ市のヲプナラ大学植物学教

室に大切に保存されていることは周知の事実であるが本年7月幸いにして同

大学を訪れ THUNBERGの標本の内， 藻類のものを見ることが出来たのでそ

の内特に日本産のものに就いて下に記してみた.

THUNBERGの藻類の標本は全部で19のカパーに収められている。

第1のカパーの紙は下の半分しかなく可成りいたんでいる。 Byssusと

してスミレモ (Trente.ρ'Ohlia)らしいものや藍藻らしいものが入っている。
勿論此等のカパーの内のものは世界各地のものを含んでおり日本のものは僅

かで南亜喜望峰のものやヨーロッパのものが大部分でるる.

第2のカパ{の上には何も書いていない。内にはCladoρ，h'Oramirabilis 

(AG.) RABENH. と PAPENFU留が1940年に決めた標本その他がある。

第3のカパー中に Fuczωbiserratus(写真A)という標本があり台紙

の左上に“ejaponia THUNBERG" と書いてある.此の標本は嘗て故中井猛之

進先生からお話があったホ γダハラのー標本である。当時中井先生の示され

たスケッチでは基部が明らかでなかった為確かにホ Yダハラと決定する迄に
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82 若草 類 第3@ 第3号 n?J，;fn30 lp 12月

は至らなかったが此の標本は基部を有し而もホンダハラの特徴たる仮盤以根

を示すものの如くである。 尚 JUEL:Plantae Thunber gianae (1918) p. 44 

によれば Fucusbiserratus THUNB. N. A. Upsal. 1815， 144 (詳しくいえば

Nov. Acta R. Soc. Scient. Upsal.， Vol. VII， Tab. IV， V，“Plantae ja-

ρonicae non-nullae illustratae")。

第 4カパーより第8カパ{には何れも Fucusと表記してあるが内に邦

産のものは見当らない。

第 9 のカパ ~ "l:r には Fucus serratifolius (写真B)がある。 台紙の!}r左

上に “ejaponia， THUNBERG， incolis Kudawara"とあり ， ヨレモクの架の

甚だ細くなった形で JUELの Plant.Thunb. p. 46に Fucusserratザ'olius

THUNB. N. A. Upsal. 1815， 144. An F. serratifolius AG. Dec. alg. IV， 

1815， 31? 

“Fucus serratifolius-Japon. TH. Incolis Kudawara" Nach Prof. K. 

YENDO'S Bestimmung ist es S. tortile AG.とある。

第10のカパ{中iLFucus Thunbergii (写真 c)があり 比の名が台紙の

λ! 
t 命. 弘、，

B
@
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山1'1:1・ C. P. Th~mbe1'g の flí丹ュ海部の紋本に ii;\:v 、 て 83 

右下に記してあり哀の左上には “emari sinensi. Bladh.巴tjaponico. TH." 

とあり普通のヲミ トラノヲである。

以下第19迄のカバ ー中には邦産楳本は見当らないが大体次の様な内容

である。即ち

第 11のカパーには Mertensiaとあるが内はカラである。

第12のカパーは Ulvaで Enteromorρha，Padina.等を容れる。

第13のカパーはVaucheria，第14のカパーはCeramium，第 15のカバ

ーは Confervaでマリモその他の標本を容れる。第16のカパーは Lemaneα

で L.fluviatilisを容れ， 第17のカパー中には珪藻の』謀本¥1ft1放があり ，

W; 18 のカバ ー ~'i Batrachosp巴rmum，第19のカパーは Rivulariaである。

尚 THUNBERG の悲(写tiD)は松物図の直ぐ近くの広い墓地の内にあ

り写実ーに掲げた様に円柱;伏の両い もので附近のものとは'l'(~好がちがうので直

ぐ日につくものである。

(北海道大学史I!学部純物学教室)
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続響紹介

片田実著

テングサ類の培殖に閲する基礎的研究

M. KATADA: Fu凶amentalStudies on the Propagation of 
Ge1idiaceous Algae with Special Reference to Shedding 
and Adhesion of the Spore. Germination， Growth 

and Vegetative Reproduction. 
(農林省水産講習所研究報告第5傘第1号，昭和80年9月発行)

本論文は緒言，研究臭から就き始め本輸は8主主よ Pな!I，最初の 3:1客は胞子に関する

事項，突のS寧は発努に関する事項，次の寧には栄養繁殖を趨ぺ末章は研究成果の応用上

への意識となっている。

箸渚除次の7種類IPちマタ昔、ォォプサ，オークサ-'、イテングサ，ヒメテシグ昔、
オバタサイキ Pを材料として 10数年.tc亘る実験室及びフィール円こ於ける実験観察

について詳惑し，特にその方法結果等は多数の錆図やグラ 7によ p極めて丁寧に而も要領

主〈示されている。

本論文は特にテングサ類の生活史11ftぴに生俗学的研究結果の体系的労作であるが以下

順次具体的に紹介してみる。

胞子に関して.テングサ類の胞子の放出時刻はマタサを材料とした場合，果胞子に於

て成熱盛期では早朝行われ，四分胞子では成熟期の始と終pでは夜半である。このような

胞子放出の時期的変動の原因は海水温度の変化であろうと推定している。放出はその灘体

が日の出後ある程度光をうけると放出されるらしいという仮設即ち光の累積作用が胞子の

放出を賓らすという就には賛成の立場をとっていない。自然界に於て，放出産後基物に接

蝕すれば大部分数分以内の接触で問看し， しかもその附着力は従来の報告ょ pは更に強力

であり叉時間径過と共に漸減する胞子附着カ及び発努力も従来の競よりも長時間保持され

ると述べている。投石毒事業と岩石の問題中，特に著者は.r岩石の凹凸等の肉眼的な翻微な
地軍事的変化が，岩石に援する7Itの総動状態を左右して，その結果として胞子の附着に好都

合な条件を作p出しているのではないかJ. という作業仮設に立脚し興味深いマタサによ

る実験の結果，胞子は基面に接して形成される潮目の位置に集会し附着する，従って岩面

の肉眼的凹凸は.7It流を制約して胞子が附着するチャンスを作るのであるうと結論して

ν・る。

発芽に関して。著者は上越の各材科の初期発生の迎式に関しては猪野(1947)のテング

サ型を再認調している。発芽と水温との関係に於てマタザでは胞子発生の最適水温は 24~

250Cであるとし， 発言F体に及ぼす海水比重に就いては比重1.01以上では体の成長に差異
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は余り認め られな ν 、 )(或fl~比重以下では村i :yE主主は急激に大 き くなると ν 、ぅ 。 u!:にテン グ ザ

夜lの成形過7訟に於て胞子が発芥し成長点を生じた発')!f.ユ休のlt:の後の発育に)iX、いてマ クサと

オパタサにより調べた結果， 前者は直立型と佃旬砲のご型 自ど と~ ，直立112では始めの発芥

枝の4:i1!iからi品る側生芳三が上li'iJしこれが主枝に生長し， 初旬型で・は側主l三予J'は佃旬枝に発達

し，それから何本かのii'f.J'L芥が11¥て主役に成長する，而 して後者の方は伺旬裂のみが認め

られたと ν、ぅ。この際立11ち発:5J'.&ぴ成長の主号令の阻害要因としては砂泥の堆絞や:f'.rA小波類 ・

の被挺叉腹足類の食害が挙げられる。

栄養繁Yjj'iに関して。若者が新たに提U:tlしたものに分生体がある。従来テングサ類の栄

養繁殖として普通に伺旬枝からの新')!fニの発111及び体の一部の切仁lから多数の枝部叉は様'im
を再生することはまnられてν、たが，若者はマ タサに1iきて栄養繁油能力を認めたのでその分

生現象を実験的にまと めた。日fl ち材料を ~jjjj等で石市に悶定して 7 ィ ー ノレ l 、で・実験 した結果

石商に接触 した部分4加に中校涼の先端Iq1泣から来状仮恨を :Hし，とれを基として者ぃ枝部

が発生した即ち分生体が形成された訳である。叉1Urかる分生繁殖と本質的に変らなν、もの
にI狗主/i;のif，i.立J伎が箭11百枝化して新直立校を発1.Hして繁殖する現象をテングサ類のある穏で

みてν、る。とれは自然界で・磁〈 普通に行われてν、る栄養繁殖ではないかと惣{象してν、る。

研究結果のテ ングサ諺i:Jt1産上への応mt亡関して。深前方法には11也子1b:/11 ，附若に関す
る知見;育成上の白山l，増益事業の効果9'11定，被害訓~E ， t刑宣l昨 1~Jの決定， 新証0.4あの探索

等には発芽・成長の;品伎とそれに及ぼす7~ì.I;i・比重の滋轡.&び発育m筈要図書事の知見;採

苗， 主主槌及び育成事業等には分~繁締法の発見等々が寄与する処あると著者は結んで・ν 、

也 。

E区天材料としてテングサ類は我国海芸員類中極めて重要な位置を占めその原識の生産高

は王'1'1.今世芥の7事1]， 製品は 8刻に1及士ぶと νい、 うが夏にそのj増!日'1;;沌hは怠

関す る i基E態主礎 l自的1引拘t句JW砂研f予先Eの論支文;は宇炉机純';gめて怠号我主均傑Eν 、 こ と と 忠はれる。 4告に7]\.~関係従事者各f立に1'#1-

益する必!dcと?とーえられる。

(ゴlti伝説佐一北海道大学理1¥学部tili物学教室)

皐舎録事

日本藻類皐曾第3回線曾開催

去る 10月12Elよリ14日迄広砧大学で日本中i[物学会大 会がfmfiHされたのを機にその
前日 11日に1，!iJ山大学迎学faiにj冷て本会総会が行われた。l-!¥ni'，'会員は 34i古でその他 2，3の

来会ポーがあ 日盛会位に終ったことは当 1'1の世・荷役を引き受けられたす1刊F俊平博士や広瀬弘

幸博士その他地元会長の方々の御尽力によるものでj♀〈待JI却し11'し上げたν、。

まず午前 91[，¥;*山間会長の部iti-r刀、あ り，今3l
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ムrfJに於てsMかれた第二四国際海務事‘門会j議会にlH"'1!;された!昨の様子ゃ欧洲各地のハーバ

リ ュ -.1.'， 大学，研究所成いは博物官tl・な E を!併紡された lI;t， の放行談をスラ イド‘ を f!l~H-1 して

話ーされた。予定されてν、た名谷会長岡jJi!:IE人tl.1]士の 「ホン〆ワラの研究に関する忠ひII¥J

と泌する部ili(は同博士の修l床快のため符1111¥府:1¥来ず中止となワたことは残念であった。 次

いで 1011寺牛より総会が聞かれた。 当日の議長には地元のすIf!J.!H変"15.博士が選ばれた。まづ

会長検拶の後議惑に入り 川IltlWi':司王よ り昭和29年度のH!:務，会計の報告と 30年度の中11:]報

告があり ，次いで今年は役員の任期満了につ き会長改選が行われた。 illU¥ 1-;1:従来週り~!!~記

名4交梨によって行われその結果は次の干Jiであった。

IJ.I 問幸男 3 1 話乞猪盟f1~ :ZI5. 2烈， "iu間三ms1 紫， 令~'tl ' 34黙

1怖くして山田会長の併任に決定した。 叉~長年11!:の総会は村i物学会総会自己機に牛L似1fTで

行う とと に決定し最後に1.1.1同会長より最近園内やタト図の各学会，博物館等より会誌の千年111f，

交換を務草して来ているので今後この問題はその処理Rを会長に一任させてほ しν、(ゐ論会

誌の残部語、 ø{~ となワた場合は総会に図 る)との発言があ り 全会Jl~ M義なくこれを諒爪して

総会の拡を時!ぢた。

lllh¥'より大砲パスに乗ってエタスカ ーションに1-1¥発した。 このパスはつν、数Fi前に

!!ili入したも の とかで乗心、地満点だった。がイ I、‘は案内 ガ ー ノレのタ卜に猪野I1F士が~PJr~Nï'で

マイクを持ち ， 主として純物学的立場から案内 がー んの平íIì足í~tl !!ì をさ れた。先ずrfJ内随一

の名所後楽l主lで昼食の後一木一主主又は一石そして築山の也伏一つに至るまでそれぞれ意味

があると言うl!iil内を一越してまず驚l瑛， 次に附1.1.1を離れて蛍:作にiiJ[を低くたれた黄金のilll

を左右に眺めながら倉敷市の大151美術館に歪り泰阿の名聞や古美術1112を見学，犬J1KJ;足業研

究所の図i!l倣に於ては彪大なペッ 7")"一文庫を見学し，誌に]fj:を駆って今は一面悶|必と化

した号車IHIに名高い隊戸の披り の放与を似びつつ漁'戸内wi'にITiiする玉野市に到れば玉出f海洋

博物館あ り， 訪問舗な建物の7!tl長倣ではギ干気者の様な Fコに戯れ，ハ リイ jJやカプ トガニの

珍しい動物を倒疾し，叉隣接する|判山大学臨海実験所では内海にEをするホ Yエガサの珍獄

を分与して蛾き，~守叉内海の風光 をüでて三11!: ï\I上の人 とな りタ悶せ ま る倉敷街道を振舛

いのウ イスキ ーにのと 白1凶の美声を淡い令ν、ながら， ~!!~本*f:l の行似を終えて l尚山大学に

帰着した。かくて夜 7 11寺 よ り玉出f臨海実験所長， 会.Q)Jj円四郎氏 の御HJ， f~\'による怨親会が

同大学手，¥t尚クラプにlt-:て行われ手u気鋭々のうちにー Elの予定を終えた。
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寓異説明 A，大原美術館玄関に於ける記念tj'li~j~
B~E， エク スカ ー シ可ン(Jìt，J lll rIH圭楽 |占1)
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曾員諸君の投稿を募る

.a 

雀.e 

-，
 ，
 

a
 
.
 

• 

te.， 会員論賛から犬体次の事;柄を御含みのJ二投目前々 期待しまず。

1. 秘書費に関する小論文 (手rr.;t)，絞殺，論文抄録，新島広告主事。

2. '原鰯鼠11£?事t抗 制定の順Ff" (.ふli茸及ぴ校jU土役員会?こーi壬のこと。

3 別刷 i.t fJ、論玄綜設， 総谷抄絡にlU~v壬のyJeJlHま5u郊を告にて渓抱巴，会れl
以上は寺wp;.n殺のtζよ。 必要1iK!以l土授苅の際に111込むこと φ
4. ィ;吉治安己主主:説，総会抄録1J:400 ~'・1沼海;稿用紙 12 -1主役迄， J~他は同上 6救位迄 ー
を限度とし，~版号事の 高 べ- 7，.1まJi!:の!句!こf守主hる。

5. 原稿は司、仮名ぬれ積書としなるイ (4DO 字詰原稿m~を用ふる 之 と。

議類!こ関ナミ詰質建懸~欄を設け Jf[と思'〆 ・ ます・から ， 会員害者曹の御利m を芝弓指

，LEw fi時 蜘泌糊宅同期するた必'IT問，げ"!;札会よ，1-4河合等学会Jこ関向 邑信は札幌市
A 議~ ~bグ亡玉虫学制ïli.物学教室内本会l官、務， 会青l'又は編酔怜gft宛 と し伶事の潤人名は一切使
}目せぬよう俸に設意の亡必。
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